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研究成果の概要（和文）：種多様性がとくに高いボルネオ島とスマトラ島を重点に野外調査を実施し、ミャンマ
ー・タイ・マレー半島・ラオス・カンボジアで補足調査を実施した。種数が多いクスノキ科などについて東南ア
ジア全種を対象に分類学的研究を進めた。クスノキ科シロダモ属、ニッケイ属、シナクスモドキ属について
MIGseqによる系統解析を行った。シロダモ属では55種が確認され、うち38種（69%）が新種だった。シナクスモ
ドキ属では27種が確認され、14種（52％）が新種だった。ニッケイ属では104種が確認され、31種（30％）が新
種だった。これらの結果から、東南アジア熱帯林にはいまも多くの未記載種が残されていることが明らかになっ
た。

研究成果の概要（英文）：Field surveys were conducted focusing on Borneo and Sumatra islands, which 
have particularly high species diversity, and supplementary surveys were conducted in Myanmar, 
Thailand, the Malay Peninsula, Laos and Cambodia. We conducted taxonomical research on Lauraceae of 
Southeast Asia, which has many species. Phylogenetic analyses by MIGseq were carried out for the 
genus Neolitsea, Cinnamomum, and Cryptocarya. In the genus Neolitsea, 55 species were identified, of
 which 38 (69%) were new. In the genus Cryptocarya, 27 species were identified, and 14 (52%) were 
new. In the genus Cinnamomum, 104 species were confirmed, and 31 species (30%) were new species. 
From these results, it has become clear that many undescribed species remain in the tropical forests
 of Southeast Asia.

研究分野：生態学

キーワード： 熱帯林　植物種多様性　新種　クスノキ科　分子系統解析　次世代シークエンサー

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
急速に失われている東南アジア熱帯林に多くの新種樹木が残されていることを明らかにすることで、その保全上
の重要性に関する科学的根拠を提示した。また、生物多様性観測に関する国際ネットワーク（GEO BON, AP 
BON）に貢献した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 東南アジア熱帯林は、植林地などへの土地利用転換や伐採によって急速に減少している。し
かし、植物分類学的研究は遅れており、いまなお多くの新種が毎年発見されている。植物分類
学的研究が遅れている理由のひとつに、多くの樹木種が毎年開花しないことがあげられる。ボ
ルネオ島・スマトラ島などの熱帯雨林では、一斉開花と呼ばれる現象が知られ、多くの樹種は
極端な低温・乾燥が生じた年にのみ開花する。このため、分類学的な研究において識別形質に
用いられる花や果実の採集が、多くの種において容易ではない。そこで本研究では、花や果実
がない個体についても標本を採集し、ＤＮＡ配列を用いて種を同定した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は種多様性がとくに高いボルネオ島とスマトラ島を中心に野外調査を集中的に実施し、
東南アジアの樹木多様性を定量的に記述すること、また、クスノキ科などについて分類学的研
究を進め、新種を記載し、どれだけの割合で新種が残されているかを評価することを目的とし
て実施した。この目的を達成するうえで、ゲノム全体から多型のあるサイトを効率良く検出す
るMIGseq法を採用し、MIGseqにもとづく系統樹を用いて種の識別・範囲付けを行なった。 
 
３．研究の方法 
 ボルネオ島（サラワク州、サバ州、ブルネイ国）とスマトラ島でトランセクト調査を実施し
た。また、ミャンマー・タイ・マレー半島・ラオス・カンボジア・ベトナムで補足調査を実施
した。野外調査においては 100m x 5mのプロット内の全種を記録した。花や果実がない種に
ついても、葉や茎の性質を用いて識別し、識別できた全種について標本と DNA 分析用試料を
採集した。重点的研究対象としているクスノキ科（バリバリノキ属 Actinodaphne、ニッケイ
属 Cinnamomum、シナクスモドキ属 Cryptocarya、タブノキ属 Machilus、シロダモ属
Neolitsea）、アカネ科（ルリミノキ属 Lasianthus）についてMIGseq, ITSによる系統解析を
行ない、系統関係・形態的特徴・地理分布を考慮して種の同定を行い、新種かどうかを判定し
た。同定・新種判定にあたっては、これまでに記載された全種のタイプ標本画像を確認した。 
 
４．研究成果 
 ITSでは近縁種間の違いがなかったり、近縁種間で多型が共有されているケースがあったが、
このような場合でもMIGseqでは近縁種間で顕著な違いが見られ、種判別を行うことが可能だ
った。MIGseqにもとづく解析の結果、クスノキ科バリバリノキ属 Actinodaphneでは 21種が
確認され、うち 13種（62%）が新種だった。ニッケイ属 Cinnamomumでは 104種が確認さ
れ、うち 31種（30％）が新種だった。シナクスモドキ属 Cryptocaryaでは 27種が確認され、
うち 14種（52％）が新種だった。タブノキ属Machilusでは 42種が確認され、うち 36種（86％）
が新種だった。シロダモ属Neolitseaでは 55種が確認され、うち 38種（69%）が新種だった。
クスノキ科５属の合計では 249種中 132種（53％）が新種だった。また、アカネ科ルリミノキ
属 Lasianthusでは、146種が確認され、うち 77種（53％）が新種だった。これらの結果から、
東南アジア熱帯林にはいまなお多くの未記載種が残されていることが明らかになった。 
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